2022年度事業報告書
(2022年4月1日から2023年3月31日まで)
　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　岡山きずな
１　事業の成果
　2022年度は、前年度の実績をふまえさらに各事業の充実を図り、ホームレス状態にある人々の必要に応えられる事業を展開した。そして、事業それぞれに多くのボランティアが関わることで、活動の社会的意義を広く理解してもらう機会となった。
２　事業の実施に関する事項
　（１）特定非営利活動に係る事業
	
	定款の事業名
	事 業 内 容
	実施日時
	実施場所
	従事者の
人数
	受益対象者
の範囲及び
人数
	支出額
（千円）

	
	ホームレス状態にある人々への応急援護支援事業
	ホームレス状態にある人々のいのちを支えるために毎週金曜日に炊き出しを行い、必要な生活用品市販薬等を提供した。年末年始には1週間続けて炊き出しを行った。また、入浴、洗濯のサービスを提供した。
	通年
(週1回)
	安楽亭(当法人が借り上げている施設)


	各回

10人
	ホームレス状態にある人々(各回60～65人)
	1,442

	
	ホームレス状態にある人々への相談事業①
	借金等で悩んでいる方を対象にした法律相談を予定していたが、実施には至らなかった。
	なし
	
	
	
	0

	
	ホームレス状態にある人々への相談事業②
	社会保険労務士による年金相談会を予定していたが、実施には至らなかった。
	なし
	
	
	
	0

	
	ホームレス状態にある人々への相談事業③
	医療機関との協働で健康相談・歯科相談を行い、必要に応じて医療機関につなげた。
	通年
(月1回)
	安楽亭(当法人が借り上げている施設)
	各回

2人
	ホームレス状態にある人々の希望者(各回1～2人)
	0

	
	ホームレス状態にある人々への自立支援事業①
	ビッグイシュー日本の委託を受け、ビッグイシュー販売者の自立を支援した。また、ビッグイシューの配達業務を、様々な課題を抱えて一般就労が困難な困窮者が担うことで、中間的就労の場とした。
	随時
	市内各所
	1人
	ホームレス状態にある人々、生活困窮者(延べ2人)
	1

	
	ホームレス状態にある人々への自立支援事業②
	毎週月曜日に、ホームレス状態にある人々、自立者、ボランティアを中心に自由に語り、食事を取り、安らげる場所を設けると共に、人間関係作りを行った。しかしコロナ禍で支援が十分にできなかった。
	通年
(週1回)
	安楽亭(当法人が借り上げている施設)
	各回

8人
	ホームレス状態にある人々、居宅生活している自立者の希望者(各回40～45人)
	986

	
	自立した人々への地域生活定着のためのパーソナルサポート事業
	地域に住む生活困窮者の早期発見と支援に取り組んだ。地域に居場所を作り、地域生活の安定を図った。
	通年
(週4回)
	安楽亭(当法人が借り上げている施設)
	延べ

6人
	地域に住む生活困窮者(各回5人)
	718

	
	ホームレス状態にある人々の実情把握による支援事業
	夜間に市内(特に駅周辺、河川、図書館、ネットカフェ、街中等)を巡回し、岡山における現状を把握すると共に、チラシ配布等を行い支援活動の情報を提供した。
	通年
(週1回)
	市内各所
	各回

7人
	ホームレス状態にある人々の希望者(各回25人)
	416

	
	行政及びホームレス支援団体等との協働による支援事業
	岡山市等の委託事業として、ホームレス自立支援施設の運営を行った。
	通年
	ひびき(当法人が借り上げている施設)
	延べ

6人
	ホームレス状態にある人々の希望者(77人)
	39,475

	
	行き場のない刑務所出所者等への自立支援事業
	保護観察所に登録し、自立準備ホームの運営を行った。
	通年
	なごみ(当法人が借り上げている施設)
	延べ

1人
	保護観察所からの委託

(11人)
	5,976

	
	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サービス事業
	障害福祉サービス事業の調査・準備を予定していたが、実施には至らなかった。
	なし
	
	
	
	0

	
	入居支援事業（住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律に基づく事業を含む）
	賃貸住宅への入居に関する相談、情報提供および入居後の生活の安定・向上に関する相談、情報提供をおこなった。
	通年
	市内各所
	延べ1名
	住宅確保が必要な人々(延べ10名)
	996

	
	その他第3条の目的を達成するために必要な事業
	日常生活支援住居施設を開設し運営を行った。
	4月～3月
	かなで(当法人が借り上げている施設)
	延べ10名
	延べ27人

	14,827


